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■特にトラクター利用の際には、次の事項を徹底しよう
1  安全キャブ・フレーム付きトラクターでのシートベルト着用
いつも気を
つけている

今後もっと
気をつける

✓

✓
2  転落・転倒が起こり得る危険箇所の確認
いつも気を
つけている

今後もっと
気をつける

✓

✓
3  ほ場を出る際のブレーキペダルの連結の確認 
いつも気を
つけている

今後もっと
気をつける

✓

✓
１．個人（自分）の取組状況
◎ 自分の取組についてチェックしてみましょう！

分類 No. 項目 チェック内容 結果

個
人（
自
分
）の
取
組

 

作
業
前
の
準
備

① 正しい服装 衣類が機械に巻き込まれないよう、作業に適した服装をしている

② 所在連絡 作業内容や作業場所を家族などに伝えている

③ 携帯電話 緊急時に連絡が取れるよう、携帯電話を持って作業へ出かけている

④ 体力調整 準備運動を行っている

⑤ 焦り防止 作業計画を立てて、余裕をもって無理なく作業している

作
業
中

⑥ 作業者確認 子供（年少者）、妊婦、不慣れな人には危険を伴う作業はさせない

⑦ 周囲確認 周りの作業者に危険が及ばないよう、周囲を確認しながら作業している

⑧ 複数人作業 機械作業、高所作業などの危険を伴う作業は複数人で行っている

⑨ 機械安全確認 機械、器具の安全装置や防護カバーはきちんと装着して作業している

⑩ エンジン停止 機械から離れるとき、機械のつまりを取り除くときはエンジンを切っている

⑪ 適当な休憩 疲労が蓄積しないよう定期的に休憩している

日
常

⑫ 危険箇所の確認 ほ場・農道・機械の格納庫などの危険箇所を確認し、誰もが危険な場所と一目でわかるよう看板や目印を設置している

⑬ 技術講習 不慣れな機械や作業は講習を受けてから使用している

⑭ 労災・共済 万一の事故に備え、労災保険や傷害共済などに加入している

⑮ 応急処置 万一の事故に備え、応急処置の知識を身につけている

２．地域（集落）の取組状況
◎ 自分が営農している地域（集落）の取組についてチェックしてみましょう！

分類 No. 項目 チェック内容 結果

地
域
の
取
組

⑯ 安全体制 地域内に農作業安全に積極的に取り組んでいるリーダーがいる

⑰ 情報共有 地域の集会・座談会などで、事故やﾋﾔﾘ･ﾊｯﾄについて話題を設けている

⑱ 啓発活動 自治体・ＪＡなどから配付された農作業安全のチラシ・ポスター
などを地域全体で情報共有（回覧・掲示など）している

⑲ 危険箇所確認 地域内の危険箇所（農道・共同利用施設など）を仲間と調査し、
地域内で情報共有している

⑳ 再発防止策 過去に地域内で起こった事故の経験を活かし、同じ事故が起こら
ないよう地域で再発防止に取り組んでいる

記入年月日 平成　　年　　月　　日

記入者氏名
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■農作業死亡事故の現状

■農業機械と死亡事故の関係

■作業に向かう前に
　今一度チェックしよう

　毎年、全国で約 400 人前後の尊い命が、農作業事故により失われています。
　熊本県内でも、全国ワースト１位となった平成 20 年の 23 人を除き、毎年十数件の死
亡事故が発生しています。
　特に本年の県内における農作業死亡事故の状況は、新聞報道等により把握できただけ
でも９件（７月末時点）と、平成 20 年に次ぐ速いペースです。

　死亡事故の内、農業機械利用に起因するものが 75％を超えています。その中でもトラ
クターによる事故が最も多く、農業機械の 65％を占めています。
　ほ場の出入り口や農道でトラクターごと転倒し、下敷きになる事例が多く見られます。

　秋も深まり農繁期も一段落した地域もある
かと思いますが、作物によっては、冬でも農
業機械を利用する機会は多いと思われます。
　農作業死亡事故等、大きな事故は休業や、
場合によっては廃業にも繋がりかねません。
本人の家族はもちろんのこと、地域農業にも
大きな影響を与えます。
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※Ｈ26, Ｈ27 は暫定数
　（Ｈ27 は７月末日現在）

農作業に取り組む前に事故
ゼロを目指して、今一度
チェックシートでご自分の
状況を確認しましょう。

防
ご
う
！
農
作
業
事
故

　

 
〜
農
作
業
死
亡
事
故 

ゼロゼロ 

を
目
指
し
て
〜

（
寄
稿
）
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1 原因はウイルス？
　牛白血病は、ウイルスの感染によるものと、それ以外の
ものがあります。現在見られているものは、ほとんどがウ
イルス感染によるものですが、人間に感染することはあ
りません。

2 症状がでない!?
　感染した牛のうち

①60～70％…無症状キャリアー（無症状だがウイルスを排出している状態　 ）
②約30％…リンパ球の増加のみ
③数％…数カ月～数年後に発病し、食欲不振、削痩、

泌乳量の減少、全身のリンパ節の腫脹
などの症状が出ます。

　無症状キャリアーが多いことが、感染牛の特定を困難
にし、白血病が広がる要因の一つとなっています。

3 感染ルート
　血液や、生乳に含まれる、白血球（リンパ球）を介して
広がります。具体的には、次のとおりです。

感染要因

人 為 的
注射針、直腸検査手袋、エコーのプ
ローブ、出血を伴う除角、耳標・鼻
輪装着、去勢、削蹄

吸血昆虫 アブ、サシバエ
乳　　汁 初乳の摂取、ミルカー
子 宮 内 胎盤感染、分娩時の産道での感染

4 診断
　血液を採取し、抗体検査あるいは、直接ウイルスを検
出するPCR法で診断します。

5 治療法はない
　治療法はなく発病した牛は殺処分あるいは、と畜場で
廃棄されます。ワクチンは研究中ですが、実用化はされ
ていません。

6 予防が大切！
　次のことを守って、予防しましょう！
①注射針、直腸検査用手袋、エコーのプローブカバーは
１頭毎に交換しましょう。
②除角、去勢器具、耳標装着器、鼻輪装着器、削蹄器
具は１頭毎に消毒して使用しましょう。
③初乳は、牛白血病陰性の牛のもの、または市販の粉
末初乳を使います。感染が不明の場合は、凍結処
理、加温処理（56℃， 30分）をして使用しましょう。
④アブ・サシバエ対策として、防虫ネット、殺虫剤などを使
用しましょう。
⑤血液検査で感染牛を特定し、隔離あるいは淘汰しま
しょう。

　近頃、「牛白血病」という言葉を聞かれることが
増えてきたと思います。また、「牛白血病で死亡した」、
「廃用にした」、「と畜場で全廃棄になった」という
組合員の方もいらっしゃると思います。
　牛白血病は、届出伝染病です。リンパ節の腫大
（写真1）などの症状が出て、血液検査で抗体陽性、
異常なリンパ球の増加（写真2）が確認されます。
牛白血病と診断された牛の肉は食用にはできませんし、生乳は出荷できません。
　今回は、牛白血病とはどういう病気なのか、お話しします。

診療所だより 家畜診療所菊池支所

支所長武原 榮造

　ご不明な点がありましたら、NOSAI家畜診療所に
ご相談ください。

　平成27年5月1日以降に出荷して、と畜場で
「牛白血病」と診断され全部廃棄となった場合も
共済金支払対象となります。
　ただし、事故除外（病傷・死亡のみ
補償）の加入の場合は支払の対象とな
りません。

今回は、
年間を通して発症の可能性がある

について考えていきましょう。

「 牛 白 血 病 」

（写真1）腸骨下リンパ節の腫大 （写真2）異型リンパ球の増加
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な
ぜ
排
水
対
策
が

必
要
な
の
か

①
作
物
と
根
の
健
全
な
生
育

作
物
の
根
は
酸
素
を
必
要
と
し

ま
す
。土
壌
が
過
湿
の
状
態
に
な

る
と
孔
隙
中
の
酸
素
が
不
足
し
、

根
が
障
害
を
受
け
、生
育
や
養

分
の
吸
収
に
影
響
し
ま
す（
写
真

１
）。な
お
、作
物
の
種
類
に
よ
っ
て

耐
湿
性
は
異
な
り
ま
す
。

②
土
壌
病
害
の
抑
制

ト
マ
ト
等
の
青
枯
病
、ア
ブ
ラ

ナ
科
野
菜
の
根
こ
ぶ
病
、ピ
シ
ウ
ム

菌
、疫
病
菌
等
は
土
壌
中
の
孔
隙

水
中
を
泳
い
で
作
物
根
に
到
達
し

ま
す
。ま
た
、土
壌
の
湿
害
が
病

害
を
助
長
し
ま
す
。前
述
の
根
の

傷
み
も
感
染
を
助
長
し
ま
す
。

③
計
画
的
な
農
作
業

ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
耕
起
作
業

や
機
械
に
よ
る
収
穫
作
業
等
、ほ

場
が
乾
か
な
い
と
機
械
を
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。作
業
の
遅

れ
は
収
穫
物
の
品
質
や
市
況
に
も

影
響
す
る
た
め
、悪
天
候
の
と
き

に
こ
そ
排
水
対
策
の
強
み
が
発
揮

さ
れ
ま
す
。

排
水
不
良
の

タ
イ
プ
と
対
策

①
浸
透
不
良
タ
イ
プ

作
土
の
下
に
は
、ロ
ー
タ
リ
ー
耕

に
よ
っ
て
固
く
緻
密
に
な
っ
た「
耕

盤（
写
真
２
）」が
あ
り
ま
す
。と

り
わ
け
、粘
質
土
で
あ
っ
た
り
、土

壌
水
分
の
高
い
と
き
に
耕
起
を

行
う
と
、耕
盤
が
不
透
水
層
と

な
り
、下
層
へ
の
水
の
浸
透
を
妨

げ
ま
す
。こ
の
場
合
、暗
き
ょ
の
施

工
、深
耕
や
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
等
の

耕
盤
破
砕
、弾
丸
暗
き
ょ
等
の
補

助
暗
き
ょ
等
の
対
策
を
行
い
ま
す

（
た
だ
し
、地
下
水
位
が
高
い
と

こ
ろ
で
は
、耕
盤
が
地
下
水
上
昇

を
ブ
ロッ
ク
し
て
く
れ
て
い
る
場
合

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
）。

②
高
地
下
水
位
タ
イ
プ

干
拓
地
等
で
は
、土
壌
は
透
水

性
が
良
好
な
の
に
、地
下
水
位
が

高
い
こ
と
で
排
水
不
良
と
な
る
事

例
が
あ
り
ま
す
。こ
の
対
策
と
し

て
は
、畝
立
て
や
客
土
に
よ
る
か

さ
上
げ
の
ほ
か
、集
水

枡
に
ポ
ン
プ
を
設
置
し

た
強
制
暗
き
ょ
や
強
制

排
水
も
有
効
で
す
。ま

た
、排
水
路
の
整
備
や

排
水
機
場
の
改
善
な

ど
、地
域
で
地
下
水
位
を
下
げ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

水
み
ち
を
作
る

排
水
対
策

表
１
に「
水
み
ち
」を
作
る
排

水
対
策
を
分
類
し
て
い
ま
す
。大

き
く
、地
表
排
水
と
地
下
排
水
に

わ
け
ら
れ
ま
す
。溝
上
げ
や
畝
立

て
等
の
地
表
排
水
は
、水
の
流
れ

の
出
口
を
必
ず
ほ
場
の
排
水
口
へ

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。地
下
排
水
の

う
ち
、本
暗
き
ょ
は
、排
水
効
果
を

機
能
さ
せ
る
た
め
に
、表
２
の
チ
ェッ

ク
と
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。弾

丸
暗
き
ょ
等
の
補
助
暗
き
ょ
は
暗

き
ょ
と
の
組
み
合
わ
せ
で
行
う
こ

と
で
効
果
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

の
対
策
は
、単
独
で
は
な
く
、必
要

に
応
じ
組
み
合
わ
せ
て
総
合
的
に

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

土
の
中
を
チ
ェッ
ク

地
形
や
土
壌
の
条
件
に
よ
り
、

必
要
な
排
水
対
策
と
そ
の
効
果
は

ほ
場
一
筆
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
ほ
場
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
？
栽
培
後
に
土
を
掘
っ

て
、根
の
張
り
、耕
盤
の
硬
さ
、水

分
な
ど
、ふ
だ
ん
は
見
え
な
い
土
の

中
を
チ
ェッ
ク
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

熊
本
県
農
林
水
産
部
生
産
局　

農
業
技
術
課
農
業
技
術
支
援
室

松ま
つ 

森も
り  　

信ま
こ
と

農
作
物
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

農
作
物
の
排
水
対
策
に
つ
い
て

排水対策無し

大豆収量　低　＜　高━

排水対策あり

（写真１）排水対策の有無とダイズの生育・収量

　

ほ
場
の
排
水
対
策
は
、作
物
栽

培
に
お
け
る
基
本
的
な
土
づ
く
り

の
一
つ
で
す
。近
年
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨

や
大
型
台
風
な
ど
も
増
え
る
傾
向

で
す
の
で
、排
水
の
良
好
な
ほ
場

を
し
っ
か
り
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

作
土

耕
盤
層

疎
水
材

15cm

30cm

0cm

ここが不透水層
になりやすい

コルゲート管

（
写
真
２
）土
壌
断
面
か
ら
見
た
耕
盤
と
暗
き
ょ
管

チェック事項 対　策

□ 排水口が土や雑草で埋もれたり、水
没していないか？ 排水路のしゅんせつ等

□ 暗きょ管内の汚れや詰まりは無い
か？

　→暗きょ管内清掃
暗きょ管内清掃

□ 立ち上がり管の詰りや潰れは無い
か？ 立ち上がり管をふさがない

□ 耕盤が不透水層となり暗きょまで水
が浸透しないのでは？ 耕盤破砕、弾丸暗きょ等

表２　暗きょ機能維持のためのチェック事項と対策

地表排水
（明きょ）

周囲の排水溝、集水溝

うね立て、作溝

地下排水
（暗きょ）

本暗きょ
強制排水無し

強制暗きょ

補助暗きょ
（弾丸暗きょ等）

材料無し

籾殻等充填

表１　水みちをつくる排水対策の分類
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ひとくちメモひとくちメモ ホームページを
　　　リニューアルしました！

農
業
が
大
好
き
で
、農
業
大

学
校
に
進
み
農
業
経
営
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。卒
業
後
、両
親

の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
日
々
勉

強
の
毎
日
。社
長
は
父
で
、私
は

毎
月
給
料
を
も
ら
っ
て
の
生
活
。

そ
ん
な
生
活
が
い
や
で
昨
年
10

月
か
ら
、土
地
50
㌃
を
借
り
て

水
稲（
40
㌃
）、露
地
ナ
ス（
10

㌃
）栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

ま
す
。「

さ
ん
の
ナ
ス
は
う
ま

か
な
〜
」と
言
っ
て
も
ら
え
た
時

は
、感
激
し
て
農
業
を
や
っ
て
き

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、野
菜
の
栽
培
面
積

を
増
や
し
、品
種
に
こ
だ
わ
っ
て

消
費
者
の
方
に
喜
ば
れ
る
作
物

を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
の
み　

健け
ん

一い
ち

さ
ん（
32
）

高
校
卒
業
後
、久
留
米
の
試

験
場
で
レ
タ
ス
の
水
耕
栽
培
を
勉

強
し
、２
年
前
に
新
規
就
農
し
ま

し
た
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
両
親
の
仕

事
を
見
て
努
力
の
分
だ
け
成
果

が
出
る
農
業
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。

現
在
は
、親
元
で
別
経
営
体

制
を
と
り
、両
親
が
作
付
け
す
る

イ
草
の
手
伝
い
を
し
な
が
ら
野
菜

の
価
格
、人
気
の
動
向
な
ど
、情

報
収
集
。情
報
を
基
に
、来
期
の

作
付
け
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、作
付
面
積
を
拡
大

し
、他
の
作
物
も
栽
培
し
て
み
た

い
で
す
。ま
た
、家
族
旅
行
な
ど

で
親
孝
行
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

野
球
が
大
好
き
で
す
。高
校

は
鹿
児
島
県
の
野
球
の
名
門
校
、

卒
業
後
は
社
会
人
野
球
と
交
流

の
あ
る
宮
崎
県
の
専
門
学
校
で

野
球
漬
け
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し

た
。そ
の
後
、家
業
を
継
ぐ
た
め

都
城
市
の
牧
場
で
酪
農
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
１
年
間
学
び
、今
年
の
４
月

か
ら
就
農
し
ま
し
た
。

就
農
し
た
ば
か
り
で
、分
か
ら

な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、野
球

同
様
子
ど
も
の
頃
か
ら
大
好
き

な
牛
に
囲
ま
れ
て
の
仕
事
は
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、頭
数
を
増
や
す
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、仕
事
を
早
く
覚
え

て
家
庭
を
持
ち
、大
好
き
な
野

球
を
楽
し
み
た
い
で
す
。

自
営
農
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

牛
に
も
全
力
投
球

両
親
の
背
中
を
見
て

田た

口ぐ
ち 

竣
し
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん（
22
）

本ほ
ん

田だ 

綜そ
う

一い
ち

さ
ん（
22
）

① 

両
親
、姉
の
４
人
家
族

② 

水
稲
１
１
０
㌃
、ハ
ウ
ス
ナ
ス
24

㌃
、露
地
ナ
ス
10
㌃

① 

祖
父
母
、両
親
、妹
の
６
人
家

族
② 

搾
乳
牛
30
頭
、繁
殖
牛
４
頭

① 

祖
父
母
、両
親
、妻
の
６
人
家

族
②
レ
タ
ス
70
㌃
、水
稲
80
㌃
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毎日一生懸命頑張っている組合員さんにお聞きしました
① 家族構成　 ② 経営内容

パソコンはもちろん、スマートフォンやタブレットにも対応！

日々情報を更新しています。

まずは、「NOSAI熊本」で検索を

ひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモひとくちメモ

家畜の異動があった場合は、
NOSAI・診療獣医師・個体
識別センターへ、速やかに
ご連絡ください。

家畜の異動通知は
義務です ＮＯＳＡＩ熊本 検索

ホームページホームページを
　　　リニューアル　　　リニューアルしましたしました！

就
農
の
き
っ
か
け
は

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

岩い
わ

下し
た　

靖
や
す
しさ

ん（
31
）

高
校
卒
業
後
、神
奈
川
県
に

あ
る
機
械
製
造
メ
ー
カ
ー
に
就

職
し
ま
し
た
が
、農
業
を
や
り
た

い
と
思
い
帰
郷
。就
農
し
て
３
年

目
に
な
り
ま
す
。

私
の
住
む
集
落
は
、町
で
も
後

継
者
の
方
が
多
い
地
区
で
、消
防

団
や
Ｊ
Ａ
青
壮
年
活
動
を
通
し

て
農
業
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、多

様
な
話
を
聞
け
る
の
が
楽
し
み

で
す
。ま
た
、休
日
に
、小
学
校

か
ら
続
け
て
い
る
野
球
で
汗
を

流
す
こ
と
も
楽
し
み
の
一つ
で
す

ね
。今

後
は
、両
親
と
イ
チ
ゴ
の
栽

培
面
積
を
増
や
し
、安
定
し
た

収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。

①
祖
父
母
、両
親
、兄
、弟
の
７
人

家
族

②
水
稲
４
３
６
㌃
、麦
７
３
２
㌃
、

大
豆
２
９
０
㌃
、イ
チ
ゴ
25
㌃

①
祖
父
、両
親
、妻
、子
ど
も
５
人

の
10
人
家
族

②
水
稲
１
５
０
㌃
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
２
０
０

㌃
、葉
た
ば
こ
２
２
０
㌃
、繁
殖

牛
８
頭

①
両
親
と
の
３
人
家
族

②
施
設
花
き
35
㌃

地
域
活
動
も
楽
し
み

農
業
は
喜
び
が
い
っ
ぱ
い

本ほ
ん

田だ 

裕ゆ
う

二じ

さ
ん（
22
）

松ま
つ

永な
が 

琢た
く

磨ま

さ
ん（
37
）

民
間
企
業
を
経
験
後
、就
農

し
て
12
年
に
な
り
ま
す
。農
業

は
、収
穫
の
喜
び
、子
牛
が
生
ま

れ
る
喜
び
、牛
が
順
調
に
成
長
し

て
出
荷
で
き
る
時
の
喜
び
と
、い
い

と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

現
在
、地
区
の
小
学
校
に
は
50

数
人
の
児
童
が
い
ま
す
。将
来
、

若
い
人
た
ち
が
集
落
に一
人
で
も

多
く
残
っ
て
、農
業
を
継
い
で
も

ら
う
の
が
願
い
で
す
。地
区
で
小

学
生
を
対
象
に
田
植
体
験
、稲
刈

り
体
験
、野
菜
の
収
穫
体
験
な
ど

を
行
って
い
ま
す
。

今
後
も
子
ど
も
た
ち
に
農
業

の
喜
び
を
教
え
な
が
ら
、自
分
も

安
定
し
た
農
業
を
営
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
家
は
ミ
カ
ン
農
家
で
す

が
、ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
農
家
の
方

に
誘
わ
れ
、就
農
し
ま
し
た
。３

年
間
弟
子
入
り
し
て
技
術
を

学
び
、現
在
は
施
設
を
借
り
て

独
り
立
ち
し
、３
年
目
に
な
り

ま
す
。

実
家
の
手
伝
い
も
し
て
い
て
、

花
き
は
果
樹
に
比
べ
重
労
働
は

少
な
い
で
す
が
、繊
細
な
作
物

な
の
で
水
・
温
度
管
理
が
と
て

も
大
変
で
す
。高
値
で
取
引
さ

れ
る
草
丈
80
㌢
を
目
指
し
て

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
難
し
い
と
は
思
い

ま
す
が
、ゆ
く
ゆ
く
は
実
家
の

ミ
カ
ン
と
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
を
両

立
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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阿蘇市

五嶋 輝さん（10歳）
ご 　とう きらり

わたしの家族

芦北町

佐
敷
城
跡

□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□

　

わ
た
し
の
家
族
は
、
８
人
家

族
で
す
。
家
で
は
お
米
作
り
と
、

牛
を
10
頭
飼
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
は
、
ピ
ア
ノ
と
バ
レ
エ

を
習
っ
て
い
ま
す
。
バ
レ
エ
は
週
二

回
で
、
ピ
ア
ノ
は
週
一
回
通
っ
て
い

ま
す
。
ど
ち
ら
も
も
っ
と
上
手
に

な
っ
て
、
発
表
会
で
ま
ち
が
え
な

い
よ
う
に
、
家
に
帰
っ
て
も
練
習

を
いっ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

　

お
休
み
の
日
は
、
家
の
仕
事

を
手
伝
い
ま
す
。
牛
の
エ
サ
や
り

は
、
エ
サ
が
重
く
て
運
ぶ
の
が
大

変
で
、
お
父
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ

ん
た
ち
と
二
人
で
運
び
ま
す
。
つ

か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

［写真 後列左から］

わたし

お父さん

おにいちゃん

おとうと

お母さん

輝さん（10歳）

幸也さん（43歳）

太珠さん（14歳）

煌太くん（8歳）

美穂さん（40歳）

きらり

  ゆき　や

  たい  じゅ

  こう  だい

　み　　ほ

［写真 前列左から］

おにいちゃん

おじいちゃん

おばあちゃん

仁さん（15歳）

一俊さん（67歳）

千枝子さん（63歳）

 じん

 かず  とし

　ち　　え　　こ

共済部長さん

紹介コーナー

佐
敷
城
は
芦
北
郡
の
中

心
で
あ
っ
た
佐
敷
地
区
を
見

下
ろ
す
城
山
に
築
か
れ
ま
し

た
。文
献
が
残
っ
て
い
な
い
た

め
正
確
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、当
時
の
政
治
状
況
か
ら

加
藤
清
正
の
領
地
と
な
っ
た

１
５
８
８
〜
１
５
９
２
年
に
か

け
て
、薩
摩
国
境
を
守
る「
境

目
の
城
」と
し
て
築
城
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。そ
の
後
、

大
規
模
な
反
乱
や
合
戦
を

経
て
最
前
線
の
城
郭
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
す
が
、元
和
元
年

（
１
６
１
５
年
）の一
国
一
城
令

に
よ
り
こ
わ
さ
れ
、廃
城
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
５
年
か
ら
芦

北
町
が
始
め
た
佐
敷

城
発
掘
の
際
に
は
、

東
側
追
手
門
跡
か
ら

「
天て

ん

下か

泰た
い

平へ
い

国こ
く

土ど

安あ
ん

穏の
ん

」の
銘
の
あ
る
鬼

瓦
が
完
全
な
形
で
発

見
さ
れ
、西
側
か
ら

出
土
し
た
桐き

り

紋も
ん

入い
り

鬼お
に

瓦が
わ
ら

か
ら
は
佐
敷
城
が

豊
臣
秀
吉
の
重
要
な

要
塞
の
一
つ
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。こ
れ

ら
発
掘
品
は
平
成
10
年
３
月

に
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
の
重
み
を
感
じ
、絶

景
が
広
が
る
佐
敷
城
跡
に

ノ
ー
サ
イ
く
ん
も
ご
満
悦
で

し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

  

芦
北
町
役
場
田
浦
基
幹
支
所

  

生
涯
学
習
課

  

☎
０
９
６
６
―

８
７
―

１
１
７
１

文

文
文

芦北
警察署
芦北
警察署

芦北町
役場
芦北町
役場

佐敷小佐敷小
芦北高芦北高

佐敷中佐敷中
熊本県立
芦北支援学校
熊本県立
芦北支援学校

佐敷佐敷

佐敷城跡

芦北町町民
総合センター
芦北町町民
総合センター

芦北町立
図書館
芦北町立
図書館

3

27

56

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

文

（住所）葦北郡芦北町佐敷190-4

芦
北
町
の
Ｊ
Ｒ
佐
敷
駅
東
側
に
あ
る
山
の
頂
上
に
見
事
な

石
垣
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
に
国
史
跡
で
あ
る
佐
敷
城
跡

が
あ
り
ま
す
。
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お 世 話 に
　 　 な り ま す

話 に
り ま すすすすな り ま すすすすすすすす
共済部長共済部長さんさん共済部長さん

ＮＯＳＡＩ事業は、各集落・地域で活躍されている共済部長
さんに支えられています。
　熊本県内4,988名の共済部長さんに、組合と農家をつ
なぐ役割を担っていただいています。
　頼れる各地の共済部長さんを紹介します。

①共済部
長歴

②家族構
成

③経営内
容

紹介コーナー紹介コーナー紹介コーナー

一
歩
先
の
行
動
を

心
掛
け
て

山
鹿
市井い

の

上う
え 

敏と
し

幸ゆ
き

さ
ん（
62
）

平
成
９
年
か
ら
共
済

部
長
を
18
年
、平
成
24

年
か
ら
総
代
を
兼
任
し

て
い
る
井
上
さ
ん
。共
済

部
長
と
し
て「
災
害
が

な
く
、農
家
が
安
心
し
て

生
活
が
で
き
る
こ
と
が
一

番
。し
か
し
、も
し
も
の

災
害
の
た
め
に
共
済
組

合
の
事
業
内
容
や
活
動

を
広
く
知
って
も
ら
う
こ

と
も
大
事
で
す
」と
話

す
。災
害
時
に
は
、組
合

員
か
ら
報
告
が
あ
る
前

に
自
分
自
身
で
先
に
見

る
こ
と
、知
る
こ
と
が
大

事
と
常
に
一
歩
先
の
行

動
を
心
掛
け
て
い
る
。

井
上
さ
ん
の
地
区
は

少
子
高
齢
化
が
進
み
、

農
業
の
規
模
縮
小
で
活

動
が
し
に
く
く
な
っ
た
。

そ
の
た
め
本
年
度
か
ら
、

地
区
で
営
農
組
合（
組

合
員
30
人
）を
設
立
。耕

作
放
棄
地
等
も
利
用
し

な
が
ら
、米
・
大
豆
を
作

付
け
し
、年
末
に
は
麦
の

耕
作
も
予
定
し
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て「
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

単
位
面
積
当
た
り
の
収

益
性
が
高
い
作
物
を
作

り
た
い
で
す
ね
。ま
た
、

共
済
組
合
に
つ
い
て
は
、

農
家
の
視
点
に
立
っ
た
共

済
制
度
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」と
話
し
て

く
れ
た
。

①
18
年

②
妻
と
２
人
家
族

③
水
稲
20
㌃
、ス
イ
カ

１
５
０
㌃
、キ
ュ
ウ
リ

50
㌃

地
域
の
子
ど
も
た
ち
を

見
守
り
な
が
ら

高
森
町城き

井い 

若わ
か

生お

さ
ん（
65
）

高
森
町
の
野
尻
地
区

で
畜
産
と
園
芸
施
設
を

営
む
傍
ら
、ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
転
手
を
し
て
い

る
城
井
さ
ん
。そ
の
ド
ラ

イ
バ
ー
歴
は
30
年
。「
最

初
に
送
迎
し
て
い
た
子

ど
も
た
ち
は
、も
う
40

代
半
ば
の
親
と
な
り
、今

は
、そ
の
子
ど
も
た
ち
を

送
迎
し
て
い
ま
す
。過

疎
化
が
進
み
、子
ど
も
の

数
は
昔
の
３
分
の
１
に

減
り
ま
し
た
が
、安
全

運
転
で
毎
日
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
送
迎
し
て

い
ま
す
」と
話
す
。

野
尻
地
区
で
有
畜
農

家
は
、城
井
さ
ん
を
含
め

て
２
戸
に
な
り
、他
の
牧

野
組
合
同
様
、牧
野
の

管
理
と
運
営
が
今
後
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。最

近
の
子
牛
価
格
の
高
騰

に
は
、生
産
者
と
し
て
歓

迎
し
な
が
ら
も
、今
後
の

市
場
価
格
を
注
視
し
て

い
る
と
い
う
。

「
共
済
制
度
は
家
畜

共
済
で
大
変
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。や
は
り

無
く
て
は
な
ら
な
い
制

度
だ
と
思
い
ま
す
。高

齢
化
と
過
疎
化
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、農
家
と
組

合
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

頑
張
り
ま
す
」と
話
し

て
く
れ
た
。

①
４
年
目

②
母
、妻
の
３
人

③
繁
殖
牛
９
頭
、ミ
ニ
ト

マ
ト
15
㌃
、花
き
10

㌃
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